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1. はじめに 
予測が困難な社会となりつつある中，2016 年高

大接続システム改革会議は，「大学教育の使命とし

て，社会の大きくかつ急激な変化に向き合い，生

涯を通じて不断に学び，考え，予想外の事態を乗

り越えながら，自らの人生を切り開き，社会づく

りに貢献できる人間を育成することにある」とし

ており，大学は社会の変化に対応できる人材を育

成するために，学生に対して能動的に学修し生涯

学び続ける力を修得させることが喫緊の課題であ

り，アクティブラーニング等による教育改革が進

められている。そのため各大学では，受動的な学

修から学修者を中心とした能動的な学修へとパラ

ダイムの転換を図っている。能動的な学修とは，

「書く・話す・発表するなどの活動への関与と，

そこで生じる認知プロセスの外化を伴う（溝上，

2014）」ものであり，それは新たに得た知識と自分

の中にある知識や考え，気づきをつなぎ合わせて

可視化することだと考えられる。 
認知プロセスの外化のためのツールとして，大

福帳やミニッツペーパー，リアクションペーパー，

リフレクションペーパーなどと呼ばれるものがあ

る。いずれも，学修者が授業の要点や理解度，質

問などを記入するものであり，学修者の外化の手

助けとなっている。これらについて本稿では，リ

フレクションペーパーと称する。 
本学の教養科目である全学モジュール科目「コ

ミュニケーション基礎実践」では，授業終了後に

リフレクションペーパーを配布し，要点や感想，

質問を記入させ，認知プロセスの外化を図ろうと

している。その記述内容を見てみると，漠然とし

た内容を書く学生もいれば（たとえば図 1，図 3，
図 5），自分の考えを具体的に記述する学生もいる

（たとえば図 2，図 4，図 6）。前者は授業の内容

だけを捉えた主観的意識の表出のみにとどまって

いるが，後者は授業で得られた知識と自分自身の

状況をつなぎ合わせて，ふりかえった理解・分析

ができていると思われる。本科目のリフレクショ

ンペーパーは，学生が授業の何を要点だと捉え，

また何を考え感じたのかといった，主観的意識の

表出のためのツールとして利用できるだろう。し

かしながら，得た知識を活用するような能動的な

学修のためのツールには至っていないと考えられ

る。 
能動的な学修は，新たな知識と自分の中にある

知識や考えをどのようにつなぎ合わせて可視化す

るか，つまり知識をどのように活用し可視化する

かが重視される。そのため，本科目のリフレクシ

ョンペーパーを，知識の活用方法を考えるための

手助けとなるようなツールとする必要がある。本

科目は，大学や社会でのコミュニケーションに必

要とされる基礎能力の育成をめざし，ロジカルラ

イティングを中心に，プレゼンテーションやディ

スカッション等の基礎的技能の修得を実践的に行

う授業である。活動形態として主にグループワー

クを行っているため，授業到達目標の一つに「他

者の意見を聞いたうえで，自分の意見をまとめ，

述べられる」をあげている。リフレクションペー

パーにおいても，他者のリフレクションペーパー，

特に新たに得た知識を活用できていると思われる
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他者のものを見ることによって，自分自身の知識

の活用方法を考えるための手助けになるのではな

いかと考えた。さらに，リフレクションペーパー

は認知プロセスの外化のためのツールであるが，

前述したように主観的意識の表出に留まるものも

いる。これらの学生は，リフレクションペーパー

のこのような機能に気づいていないのだろうか。 
そこで，本稿では，他者のリフレクションペー

パーを見ることによって，授業で新たに得た知識

の活用方法を考えることができるのか，そして授

業内での活動だけが能動的な学修でなく，リフレ

クションペーパー自体がそのツールであるという

リフレクションペーパーの機能についての気づき

を得るのかという点に焦点をあてて報告する。 
 
2. 実施概要 
2.1 対象者 

2017（平成 29）年度第 3 クォーターで一年生を

中心に開講されている教養科目「コミュニケーシ

ョン基礎実践」を受講している学部生 82 名のう

ち，リフレクションペーパーにおいて，他者のリ

フレクションペーパーについての内容を記述した

学生は 23 名いた。そのうち，特にリフレクション

ペーパーから得られた知識と自分自身の状況をつ

なぎ合わせて，ふりかえった理解・分析ができて

いると思われる 8 名を対象者とし，その記述状況

を報告した。 
 

2.2 実施状況 
本科目はクォーター制のため，一週間のうち連

続した 2 回の授業を行った。活動形態は，授業の

前半で知識理解のための講義を行い，その後，個

人ワークそしてグループワークを行うものであっ

た。 
本科目は，大学や社会で求められるコミュニケ

ーションの能力を全体的に高めることを目指して

いる。そのため，ロジカルライティング，プレゼ

ンテーション，ディスカッション等の基礎的な技

能を高め，さらに問題の要点を理解・判断したう

えで，自分が考えた意見を人に伝えたり，自分と

異なる意見を持った相手とも関係を構築すること

を目標としている。本科目の授業スケジュールを

表 1 に示す。 
本科目はオムニバス形式であり，筆者の担当し

た授業回の主な到達目標は，「自分の意見をまとめ，

相手に分かりやすく伝えること」，「自分自身で学

修の習得状況を確認・分析・評価するための基礎

的な技能を知り，活用できるように努めること」

であった。筆者が担当した授業回（1，7，8，11，
12，13，14，15）については，表 1 に概況および

キーワードを記載し，さらに担当回を太字で示し

た。 
 
2.3 手続き 
リフレクションペーパーは，A5 サイズの用紙を

使用した。そこに「本日の授業の要点および感想

回 テーマ 概要およびキーワード
1 オリエンテーション 趣旨説明
2 ライティングの基礎を学ぶ
3 論理的な表現とは
4 レポートの書き方を学ぶ
5 コミュニケーションスキルについて学ぶ
6 ディスカッション・プレゼンテーションの基本
7 論理的とは（１） 社会の求める人材像，情報の解釈
8 論理的とは（２） 根拠を伝える
9 情報セキュリティについて
10 ソーシャルネットワークについて
11 思考力について学ぶ（１） 動機づけ
12 思考力について学ぶ（２） 学習方略，メタ認知

13 思考力について学ぶ（３）
他者のリフレクションペーパー，
演繹法，帰納法

14 思考力について学ぶ（４） 推論

15 まとめと振り返り
他者のリフレクションペーパー，
これからの社会はどうなるか

表１　授業スケジュール
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を書いて下さい。質問があればそれも書いてい下

さい。」と記載し，自由記述での回答を求めた。毎

回の授業終了時刻の 10 分前に配布し，学生が記

述後に回収した。リフレクションペーパーは出席

確認を兼ねているため，学生番号および氏名の記

入を求めた。リフレクションペーパーに記述した

内容および質問は個人が特定されるものではなく，

個人の評価とは一切関係がない旨を最初の配布時

に口頭で説明した。 
 本稿は，他者のリフレクションペーパーを見る

ことによって，授業で新たに得た知識の活用方法

を考えることができるのか，そして授業内での活

動だけでなく，リフレクションペーパー自体が能

動的な学修のためのツールであるというリフレク

ションペーパーの機能についての気づきを得るの

かという点に焦点をあてているため，表 1 に示す

ように，他者のリフレクションペーパーを授業に

取り入れた第 13 回および第 15 回の授業時のリフ

レクションペーパーについての報告を行う。 
 
3. リフレクションペーパーにみる気づき  
3.1.1 第 13 回授業について 
 第 13 回の授業の最初に，第 7 回からの続きと

して，社会が求める人材になるためには主体性や

能動的な思考が重要になってくることを話し，そ

の後，能動的な思考の例として第 7 回の授業時に

学生が記述したリフレクションペーパーを提示し

た（図 1 および図 2）。図 1 は主観的意識の表出に

留まっていると思われ，「外部の情報を受け取った

ままで，具体的に自分の中で解釈できていないよ

うに見えます」と説明した。図 2 は新たな知識と

自分の知識をつなぎ合わせることができていると

思われ，「自分の思考の状態を確認して，それを相

手に伝わりやすく説明できています」と説明した。

そして，「これらのリフレクションペーパーをふま

えて，今日の授業を受けてみてください。リフレ

クションペーパーに何を書くか考えることは，能

動的な思考や気づきのトレーニングになると思い

ます」と伝えた。 

今回の授業の要点は，論理的な思考と論理
的な文章でした。

授業の内容は日常生活の中で行われる様々
な事柄についてより深く考えさせるようなもので
あり，非常に集中して取り組むことができた。

 漠然とした内容のため，受け取った情報と自分
の思考を組合せることができていないように見え
る。

2017/11/20 2017コミュニケーション基礎実践 4

もったいない！

 
図 1 第 13 回授業（1） 

 

今日は，情報を正しく解釈し，論理的に相手
に伝えることの大切さを学びました。一見，間違
いのないようなデータであっても，比較している
対象が異なっていたり，その数値の背景を知っ
ていないとだまされたりしてしまいます。物事を
客観的に見て，前後の話と一貫しているか考え
るクセをつける必要があるなと思いました。

また，友達と話しているとき，自分が伝えたい
ことを長々と話してしまい「結局何を伝えたいの
か？」と言われたことがあるので，論理的な表
現を使って，誤解の生まれることのないようにし
ていきたいなと思いました。
2017/11/20 2017コミュニケーション基礎実践 5

いいね

 
図 2 第 13 回授業（2） 

 
3.1.2 第 13 回授業後のリフレクションペーパー 
第 13 回の授業の出席者は 71 名であり，そのう

ち他者のリフレクションペーパーについての記述

を行っているものは 10 名であった。特に具体的

な内容を記述した 4 名を以下に示す。 
 
学生 A「授業最初のリフレクションペーパーに関

して，自分は感想を書いたりすることが得意で

はないから，先生をうなずかせるようなことを

書ける人はすごいと思う。まだまだ，自分が授

業を受動的に受けている証拠だし，その人は先

生の話を聞きながら，違うことを考えることが

できる人なのだと尊敬する。」 
 
学生 B「今回の講義のはじめに紹介された他の人

のリフレクションペーパーを見て，思ったこと

がありました。聞くだけならば，とても簡単で

私にも書けそうな気がしました。しかし，今実
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際に書いてみると，やはり私の文章は具体性に

欠けると感じます。私が授業内で感じたことを

感じたままで終わっているのが原因ではないか

と考えます。今，メモをとる習慣はついていま

すが，感じたことまで書く習慣はついていませ

ん。これからメモをする際には，自分の思った

こと考えたことも書いていきたいです。」 
 
学生 C「最初に示されたリフレクションペーパー

の内容について，私も相手に伝わるような文章

が書けていないと思いました。授業を真剣に聞

いていてもただ聞いて，メモするだけで，能動

的に学習する頭に切り替わっていなかったと思

いました。しかし，どのように能動的に学習す

ればいいかまだ分かりません。私はこの前，知

識が足りないと思い，教育に関する本を買い，

一日 2，3 ページですが読み続けています。」 
 
学生 D「今日は主体性について考えた。私はこの

授業でリフレクションペーパーについての意味

についてよく理解することができたと思う。授

業を受けることで学んだこと，そしてそれをど

う思ったか，今後どうしていきたいかまで考え，

それを文章化する，つまり，リフレクションペ

ーパーに記入する。それこそが主体性をつくる

ことになり，つまりは社会の求めている人材に

近づくことになると思った。」 
 
3.2.1 第 15 回授業について 
 第 15 回の授業は，最初になぜこの科目では，論

理的思考や能動的思考などを何度も繰り返して話

したかについて，これからの社会の変化と合わせ

て説明した。そして，第 14 回授業のリフレクショ

ンペーパーを提示した（図 3～図 6）。図 3 と図 5
は，具体的な記述がないため，「何が違っていて，

どの部分が大事なのか」「何について気をつけたい

のか相手に伝わらないです」と説明し，図 4 と図

6 については，「図 3，図 5 とどこが違うと思いま

すか。具体的に書いています。そして，自分自身

を客観的に見ようとしています」と説明した。提

示の仕方は図 3 から数字の順で示した。そして，

第 13 回の授業と同様に，「これらのリフレクショ

ンペーパーをふまえて，今日の授業を受けてみて

ください。リフレクションペーパーに何を書くか

考えることは，能動的な思考や気づきのトレーニ

ングになると思います」と伝えた。 
 

もったいない

• 推論の練習をした。書いたあとに友達と比べ
てみると，全く違った。誤解が起きないために
も，この部分が大事だと思った。

2017/11/27 2017コミュニケーション基礎実践 22  
図 3 第 15 回授業（1） 

 

いいね

• （前略）ペアの人と話し合ってみたら，自分の
推論と違った。どう違ったかというと，相手の
方がより具体的に推論をしていて，自分の推
論は具体的ではなかった。人と話すとき発表
するときは，結果だけでなく，根拠となる理由
を述べることが必要だと分かった。

• （前略）自分の意見を言う時，根拠をしっかり
言うのと同時に，相手の話しも注意して聞い
てみようと思った。

2017/11/27 2017コミュニケーション基礎実践 23  
図 4 第 15 回授業（2） 

 

もったいない

• 主体性とは何なのかということが分かりよ
かった。能動的な姿勢をとることで，授業も論
理的に考えることにもつながる。どのような講
義も能動的な姿勢をとれば，自分の身のため
になるのだと思う。これからは，このようなこと
に気をつけ頑張っていきたい。

2017/11/27 2017コミュニケーション基礎実践 24  
図 5 第 15 回授業（3） 
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いいね

• 講義の本題に入る前の，能動的・受動的な考
え方についての学習は，今までの自分を反
省する良い機会となった。授業の受け方一つ
例にとっても，能動的に主体性を持っている
人は，学んだことを自分が分かりやすいよう
に置き換えて把握し，それを今後の考え方や
行動に生かそうとする姿勢が見えた。私も，
せっかく得た知識を「そうなんだ」で終わらせ
ず，自分にプラスになるように活かせる努力
をしたいと思った。

2017/11/27 2017コミュニケーション基礎実践 25  
図 6 第 15 回授業（4） 

 
3.2.2 第 15 回授業後のリフレクションペーパー 
 第 15 回の授業の出席者は 72 名であり，そのう

ち他者のリフレクションペーパーについて記述を

行っているものは 13 名であった。特に具体的な

内容を記述した 4 名を以下に示す。 
 
学生 E「リフレクションペーパーは，論理的に考

えられるようになるために重要だということを

自分で気付いている学生がいたことに驚きまし

た。私は気が付かなかったので，自分の思考と

先生の話を繋げられることがすごいなと思いま

した。リフレクションペーパーを書くことで，

話の内容を復習でき，自分で要約できるから，

論理的思考が養われると思うので，これから意

識して授業のまとめをしてきたいと思いまし

た。」 
 
学生 F「今回の授業を受けて，このリフレクショ

ンペーパーを書くことの大事さに気づいた。私

は毎回リフレクションペーパーを適当に済ませ

ていたところがあり，何の意味があるかという

ことを考えもしなかったので，よく現代の若者

に欠如していると言われている相手が何を求め

ているのかということを自分が想像することを

怠っていて，その点は深く反省すべきだと思っ

た。また，リフレクションペーパーを書く上で

は論理的思考が大事だと今日学んだので，まず

は面倒くさがらずに真面目に取り組むことから

始めようと思う。」 
 

学生 G「今まで 14 回この授業を受けてきて，『具

体的に話すことができる』『インプットしたこと

をアウトプットできる』など論理的に話すため

のことや，メタ認知や客観視することといった

論理的に考えることを学んだ。けれど，今日の

他の人のリフレクションペーパーや授業につい

てふと考えたときに，この話し方や考え方もた

だインプットしただけで，本当に自分の中に取

り入れられていないことに気づいた。タメにな

ると思ったことをメモして，『自分は能動的に学

んでいる』と錯覚を起こしていたことをこの最

後の授業で気づいたことがとても悔しい。次の

クォーターでは，ちゃんと“能動的”に学びた

いと思うが，まずはメモを見直しながら学んだ

ことを自分のものにしたい。」 
 
学生 H「今日の講義で学んだことは，リフレクシ

ョンペーパーの大切さです。小学校の頃から今

まで十数年学んできて，授業の終わりに抱く感

想のプリントや，リフレクションペーパーの意

味が分かっておらず，言われるがまま書いて提

出して，終わっていました。でも今日，リフレ

クションペーパーは思考の積み重ねで，考えた

ことを文章化し，客観視することで初めて自分

の思考が完成する，次につなげることが出来る

のだと分かり納得しました。今後の別の講義で

提出するであろうレポートやリフレクションペ

ーパーも『論理的に』『推論を』『具体的に』と

いうことを意識して取り組みたいと思います。」 
 
4. まとめ 
今回，他者のリフレクションペーパーを見るこ

とによって，新たに得た知識の活用方法を考える

ことができるのか，そして授業内での活動だけで

なく，リフレクションペーパー自体が能動的な学

修のためのツールであるというリフレクションペ

ーパーの機能についての気づきを得るのかという

点に焦点をあてた。その結果，新たな知識と自分

自身の状況をつなぎ合わせて可視化することがで

きたことが確認できた。例えば，学生 A，学生 B，
学生 C，学生 E，学生 G は，具体的ではなく何と

なく感じたまま記述するだけでは，能動的な学修
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にはならないということに気づき，学生 D，学生

H は，得た知識と自分自身の状態を分析し，次の

理解や活用へつながる記述があった。さらに，学

生 D と学生 F は，能動的な学修は，授業内での活

動だけでなくリフレクションペーパーを書くこと

でも行われるといった記述があった。 
しかしながら，本稿はリフレクションペーパー

についての記述を行った学生を言及するだけにと

どまっている。リフレクションペーパーの記述は

ないものの，得られた知識と自分自身の状況をつ

なぎ合わせて可視化していると思われる，つまり

認知プロセスの外化を行っていると思われる記述

も確認できたため，他者のリフレクションペーパ

ーを見る前と後の記述内容についての詳細な分析

が必要である。さらに，このような認知プロセス

の外化はすべての学生に生じたものではないため，

どのような様相の学生に効果があったのかといっ

た分析も必要である。 
さらに，学生 E，学生 F，学生 G，学生 H は，

リフレクションペーパーの機能についての気づき

の記述があったが，今回の授業ではじめてその機

能について理解したようであった。このことによ

り，学生はただ何となく書いているだけなのだろ

うか，という疑問が残った。学生がリフレクショ

ンペーパーをどうとらえているのか，リフレクシ

ョンペーパーの考え方を理解しているのかについ

ても今後調査を行いたい。 
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